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す
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③
企
業
立
地
促
進
条
例
の
制
定
－
国
内
最
高
レ
ベ
ル
の
支
援
策
に
よ
る
ア
グ
レ
ッ
シ
ブ
な
企
業
誘
致
の
推
進

　
横
浜
市
で
は
、
「
固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税
を
５
年
間
２
分

の
１
軽
減
、
助
成
金
上
限
5
0
億
円

交
付
」
と
い
う
国
内
最
高
レ
ベ
ル

の
企
業
立
地
支
援
策
を
盛
り
込
ん

だ
、
企
業
立
地
促
進
条
例
（
正
式

名
称
は
「
横
浜
市
企
業
立
地
等
促

進
特
定
地
域
に
お
け
る
支
援
措
置

に
関
す
る
条
例
」
、
以
下
「
条
例
」

と
い
う
。
）
を
平
成
1
6
年
４
月
に

施
行
し
た
。
企
業
誘
致
の
全
庁
的

組
織
で
あ
る
「
企
業
等
誘
致
推
進

本
部
」
や
外
国
産
業
セ
ン
タ
ー
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
に
加
え
て
、
本

市
の
企
業
誘
致
施
策
に
新
し
い
大

き
な
柱
が
で
き
た
こ
と
と
な
り
、

こ
の
条
例
を
フ
ル
に
活
用
し
た
ア

グ
レ
ッ
シ
ブ
な
企
業
誘
致
を
今
後

推
進
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

１
－
条
例
の
概
要
に
つ
い
て

　
今
回
、
制
定
し
た
条
例
は
、
以

下
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
。

①
背
景
と
目
的

　
(
1
)
企
業
誘
致
に
関
す
る
都
市
間

競
争
の
激
化
、
(
2
)
製
造
業
な
ど
市

内
企
業
の
経
済
活
動
の
低
迷
、
(
3
)

大
規
模
な
工
場
等
の
市
外
転
出
な

ど
に
対
応
す
る
施
策
と
し
て
、
大

規
模
な
事
業
（
投
資
）
計
画
に
対

す
る
国
内
最
高
レ
ベ
ル
の
支
援
策

を
設
け
、
市
外
か
ら
の
企
業
誘
致

に
よ
る
事
業
所
の
新
規
立
地
や
工

場
等
の
建
替
・
増
設
、
設
備
の
更

新
等
を
促
進
し
、
雇
用
の
場
の
増

大
（
確
保
）
や
、
市
内
企
業
の
事

業
機
会
の
拡
大
（
受
発
注
の
増
）
、

固
定
資
産
税
や
法
人
市
民
税
な
ど

市
税
収
入
の
増
に
よ
り
横
浜
経
済

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

②
対
象
地
域
の
特
定

　
都
心
、
副
都
心
、
京
浜
臨
海
部

な
ど
本
市
経
済
の
活
性
化
に
特
に

重
要
と
認
め
ら
れ
、
緊
急
か
つ
重

点
的
に
企
業
立
地
等
を
促
進
す
べ

き
地
域
の
う
ち
、
現
在
、
相
当
程

度
の
低
未
利
用
地
や
開
発
地
域
等

が
存
在
し
、
企
業
立
地
に
よ
り
大

き
な
雇
用
創
出
効
果
が
期
待
で
き

る
地
域
と
し
て
、
次
の
２
地
域
を

特
定
地
域
と
し
て
指
定
し
た
。

　
(
1
)
み
な
と
み
ら
い
2
1
地
域

　
み
な
と
み
ら
い
2
1
地
域
は
、
大

規
模
な
企
業
進
出
に
対
応
で
き
る

用
地
を
持
つ
都
心
部
唯
一
の
エ
リ

ア
で
あ
り
、
新
た
な
企
業
の
立
地

に
よ
り
関
連
産
業
の
育
成
や
就
業

の
場
の
確
保
等
に
大
き
く
寄
与
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　
(
2
)
京
浜
臨
海
部
地
域

　
京
浜
臨
海
部
地
域
は
、
こ
れ
ま

で
横
浜
の
経
済
活
動
を
牽
引
し
て

き
た
我
が
国
を
代
表
す
る
工
業
地

域
で
あ
る
が
、
産
業
の
空
洞
化
や

土
地
の
低
未
利
用
地
化
が
進
み
、

そ
の
対
策
と
し
て
の
企
業
立
地
や

産
業
高
度
化
の
促
進
は
、
横
浜
経

済
へ
の
波
及
効
果
が
多
大
と
考
え

ら
れ
る
。

③
支
援
措
置
等
の
内
容

　
支
援
措
置
等
の
内
容
に
つ
い
て

は
、
表
に
示
し
た
と
お
り
で
あ
る

が
、
特
に
説
明
が
必
要
と
思
わ
れ

る
点
に
つ
い
て
、
コ
メ
ン
ト
す
る
。

　
(
1
)
投
下
資
本
額

　
金
額
（
下
限
）
の
設
定
に
当
た

つ
て
は
、
他
都
市
事
例
や
こ
れ
ま

で
に
立
地
し
た
企
業
の
投
資
実
績

な
ど
を
参
考
に
し
た
ほ
か
、
特
に

中
小
企
業
者
に
つ
い
て
は
、
企
業

規
模
や
資
金
力
の
観
点
か
ら
、
大

企
業
者
の
1
0
分
の
１
と
し
、
適
用

の
可
能
性
を
高
め
た
。

　
(
2
)
企
業
立
地
等

　
企
業
側
の
様
々
な
ニ
ー
ズ
や
進

出
形
態
を
想
定
し
て
、
土
地
に
つ

い
て
の
借
地
を
認
め
た
り
、
事
業

所
と
し
て
賃
貸
す
る
ケ
ー
ス
も
対

象
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
京
浜
臨

海
部
地
域
に
つ
い
て
は
、
研
究
開

発
の
成
果
又
は
技
術
革
新
に
よ
る

新
商
品
の
生
産
等
を
伴
う
設
備
投

資
も
対
象
と
し
て
い
る
。

　
(
3
)
助
成
金
の
交
付

　
助
成
金
は
多
額
に
な
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
る
た
め
、
本
市
財
政
負

担
の
平
準
化
を
考
慮
し
、
1
0
年
以

内
で
の
分
割
交
付
と
し
て
い
る
。

　
（
4
)
事
業
継
続
の
義
務

　
認
定
事
業
者
に
対
し
て
は
、
原

則
と
し
て
、
1
0
年
間
の
事
業
継
続

義
務
を
課
し
、
一
定
期
間
の
事
業

活
動
に
よ
る
経
済
波
及
効
果
を
確

保
す
る
。
ま
た
、
事
業
計
画
の
審
査

に
当
た
っ
て
は
、
計
画
の
将
来
性
・

採
算
性
に
つ
い
て
よ
り
厳
正
か
つ

慎
重
に
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

２

条
例
制
定
の

３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　
こ
こ
で
は
、
条
例
制
定
の
背
景

や
意
義
を
、
①
条
例
制
定
の
タ
イ

ミ
ン
グ
、
②
企
業
誘
致
の
効
果
、

③
本
市
支
援
策
の
対
象
、
の
３
つ

の
視
点
か
ら
ま
と
め
て
み
た
い
。

①
条
例
制
定
の
タ
イ
ミ
ン
グ
～
企

　
業
の
投
資
が
回
復
基
調
に
あ
る

　
「
追
い
風
」
の
今
が
チ
ャ
ン
ス
～

　
　
「
上
限
5
0
億
円
と
い
う
金
額
は

も
ち
ろ
ん
だ
が
、
何
と
い
っ
て
も

こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
打
ち
出
し
た

こ
と
が
最
大
の
ヒ
ッ
ト
で
し
ょ

う
。
企
業
は
か
な
り
強
く
背
中
を

押
さ
れ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
る
は

ず
で
す
」
。
条
例
制
定
時
の
大
手

不
動
産
会
社
・
営
業
担
当
者
の
第

一
声
で
あ
る
。

　
日
本
経
済
は
、
長
期
の
停
滞
を

(4》



脱
し
、
緩
や
か
な
回
復
基
調
に
あ

る
。
財
務
省
が
発
表
し
た
４
｜
６

月
期
の
法
人
企
業
統
計
に
よ
れ

ば
、
全
産
業
の
設
備
投
資
が
、
前

年
同
月
比
1
0
・
７
％
増
と
な
っ
て

い
る
な
ど
、
企
業
の
投
資
意
欲
は

よ
り
高
ま
り
つ
つ
あ
り
、
自
治
体

と
し
て
支
援
策
を
打
ち
出
す
絶
好

の
時
期
と
い
え
る
。

　
ま
た
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

の
進
展
な
ど
に
伴
い
、
企
業
は
、

「
ど
こ
に
立
地
す
れ
ば
成
長
・
発

展
で
き
る
か
」
「
そ
の
国
や
地
域
、

自
治
体
が
ど
の
よ
う
な
姿
勢
で
自

分
た
ち
を
迎
え
て
く
れ
る
の
か
」

と
い
う
「
最
適
な
立
地
拠
点
の
選

択
」
を
、
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
に
、
そ

し
て
ス
ピ
ー
ド
重
視
で
考
え
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
企
業
を
迎
え

る
側
で
あ
る
自
治
体
の
戦
略
性
・

ス
ピ
ー
ド
感
が
今
ま
さ
に
、
大
き

く
問
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
、
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
に
条
例
を
制
定
し
た

こ
と
は
、
そ
の
問
い
か
け
へ
の
タ

イ
ム
リ
ー
な
答
え
だ
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。

②
企
業
誘
致
の
効
果
～
雇
用
機
会

　
の
拡
大
、
関
連
企
業
の
さ
ら
な

　
る
集
積
～

　
平
成
1
5
年
７
月
に
実
施
し
た

「
横
浜
市
進
出
企
業
基
礎
調
査
」

に
よ
る
と
、
横
浜
進
出
後
に
従
業

員
数
を
増
や
し
た
誘
致
企
業
は

5
0
％
を
超
え
て
お
り
、
従
業
員
数

の
合
計
で
は
進
出
時
か
ら
2
3
％
の

増
加
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
誘

致
企
業
の
４
分
の
３
が
他
の
市
内

企
業
と
の
取
引
が
あ
る
と
回
答
し

て
お
り
、
企
業
誘
致
が
、
市
内
で

の
雇
用
機
会
の
拡
大
や
市
内
企
業

の
事
業
機
会
の
拡
大
に
つ
な
が
っ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
さ
ら
に
、
５
年
前
に
、
京
浜
臨

海
部
の
米
国
産
業
セ
ン
タ
ー
（
Ｔ

Ｖ
Ｐ
）
へ
誘
致
し
た
外
資
系
企
業

が
、
昨
年
、
東
京
の
親
会
社
や
京

都
の
関
連
会
社
等
と
一
緒
に
、
Ｔ

Ｖ
Ｐ
の
隣
接
地
に
新
規
に
拠
点
を

立
地
す
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
、
１

つ
の
企
業
誘
致
は
、
後
の
関
連
企

業
の
さ
ら
な
る
進
出
・
集
積
に
も

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
他
、
「
税
収
の
増
大
」
「
新

産
業
・
新
技
術
や
新
し
い
経
営
ノ

ウ
ハ
ウ
等
の
導
入
」
「
建
設
工
事

等
に
よ
る
投
資
効
果
」
「
従
業
員

の
消
費
に
伴
う
地
域
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
の
発
展
」
「
横
浜
の
知
名

度
の
向
上
」
な
ど
、
企
業
誘
致
に

は
多
く
の
直
接
・
間
接
的
な
経
済

波
及
効
果
が
あ
る
。

　
国
内
最
高
レ
ベ
ル
の
条
例
の
制

定
は
、
こ
う
し
た
多
岐
に
わ
た
る

経
済
波
及
効
果
を
狙
っ
た
も
の
で

あ
り
、
「
企
業
誘
致
に
よ
る
横
浜

経
済
活
性
化
」
を
あ
ら
た
め
て
掲

げ
た
、
横
浜
の
国
内
外
に
向
け
た

新
し
い
宣
言
と
い
え
る
。

③
本
市
支
援
策
の
対
象
～
小
規
模
進

　
出
か
ら
大
規
模
進
出
ま
で
、
市

　
外
企
業
か
ら
市
内
企
業
ま
で
～

　
本
市
の
こ
れ
ま
で
の
企
業
立
地

支
援
策
と
し
て
は
、
交
流
特
区
企

業
等
立
地
促
進
助
成
（
上
限
６
０

０
万
円
／
年
）
な
ど
が
あ
り
、
こ

れ
ら
は
、
前
記
②
で
述
べ
た
よ
う

に
、
実
績
の
上
で
一
定
の
効
果
が

あ
か
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
大
規

模
な
事
業
（
投
資
）
計
画
を
持
つ

企
業
に
と
っ
て
魅
力
的
な
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
と
は
な
っ
て
い
な
か
っ

た
。
ま
た
、
一
部
の
制
度
は
市
内

に
拠
点
を
持
た
な
い
市
外
企
業
の

み
を
対
象
と
し
て
い
た
た
め
、
市

内
企
業
の
拡
張
移
転
や
機
能
更
新

等
に
十
分
対
応
で
き
る
も
の
で
は

な
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
今
回
の
条
例
で
は
、
大

規
模
な
事
業
（
投
資
）
計
画
を
持

つ
企
業
が
「
こ
れ
な
ら
横
浜
へ
」

と
心
を
動
か
す
よ
う
な
質
量
と
も

に
魅
力
的
な
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し

た
。
一
方
で
、
中
小
企
業
の
投
下

資
本
額
の
条
件
を
、
企
業
規
模
や

資
金
力
の
観
点
か
ら
、
大
企
業
の

1
0
分
の
１
と
し
て
、
そ
の
適
用
可

能
性
を
高
め
た
こ
と
も
大
き
な
特

長
の
一
つ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
市
内
企
業
の
拡
張
移
転

や
生
産
設
備
等
の
機
能
更
新
な
ど

も
対
象
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
広

い
意
味
で
は
、
市
内
企
業
の
市
外

転
出
防
止
策
と
し
て
も
本
条
例
は

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
・

創
業
支
援
に
加
え
て
、
小
規
模
な

企
業
立
地
か
ら
大
企
業
な
事
業
投

資
ま
で
、
そ
し
て
ま
た
市
外
企
業

か
ら
市
内
企
業
ま
で
の
、
横
浜
市

と
し
て
の
マ
ル
チ
な
企
業
立
地
支

援
策
が
整
っ
た
こ
と
に
な
る
。

３
－
こ
れ
か
ら
の
誘
致
活
動

　
今
夏
、
条
例
の
Ｐ
Ｒ
の
一
環
と

し
て
、
企
業
へ
の
準
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
活
動
を
実
施
し
た
。
清
水
副

市
長
以
下
関
係
局
長
が
、
本
市
事

業
用
地
に
関
心
を
示
し
た
こ
と
が

あ
る
企
業
、
特
定
地
域
内
に
立
地

し
て
い
る
企
業
な
ど
十
数
社
を
訪

問
し
、
制
度
の
紹
介
を
行
っ
た
。

表　企業立地促進条例・支援措置等の内容

こ
の
う
ち
、
数
社
に
つ
い
て
は
進

出
等
の
意
欲
を
見
せ
る
な
ど
し
て

お
り
、
引
き
続
き
し
っ
か
り
と
フ

ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
に
よ
り
、
進

出
・
立
地
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
そ
し
て
、
企
業
誘
致
を
め
ぐ
る

都
市
間
競
争
が
ま
す
ま
す
激
し
く

な
る
中
で
、
横
浜
と
い
う
都
市
そ

の
も
の
の
機
能
性
や
利
便
性
、
ア

メ
ニ
テ
ィ
性
な
ど
を
高
め
る
と
と

毛
に
、
条
例
に
続
く
次
な
る
一
手

も
常
に
考
え
な
が
ら
戦
略
的
に
誘

致
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
。

Λ
名
倉
直
＝
経
済
局
課
長
補
佐
（
総
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